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拘束ストレスを負荷した S 群では I 群と比較して室傍核の内側小細胞性亜核背側部（mpdd）での
c-Fos、JunB、リン酸化 c-Jun、AVP hnRNAを発現する細胞が増加した。また、血漿コルチコステロ
ン濃度も上昇した。一方、S群と比較して W群と P群の mpddでは c-Fosおよび JunB陽性細胞数が
減少したが、B群では差は見られなかった。リン酸化 c-Junの発現については W群と S群との間に





mpddには CRHを発現するニューロンが局在する。本研究で W群と P群の mpddにおいて c-Fosと JunB
を発現する細胞数が減少したが、血漿コルチコステロン濃度に変化が見られなかった。このことか
ら、ホワイトノイズとピンクノイズによって引き起こされる上記の２つの応答には異なる神経系が




は 20 Hz-20 kHzの周波数域に含まれる低周波数成分に起因すると考えられる。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
聴覚刺激が HPA軸を介するストレス応答に及ぼす影響については解明が遅れていたが、本研究はラ
ットを用いて聴覚刺激のうちホワイトノイズとピンクノイズが急性ストレスにおける視床下部室
傍核のmpddにおける初期発現遺伝子の発現を抑制する一方で、血漿コルチコステロン濃度には影
響を及ぼさないことを明らかにし、これらの２つのストレス応答が異なる機構を介することを示し
た。従って、聴覚刺激がストレス応答に及ぼす影響に関して新しい作用機序を提唱した点で意義の
ある論文と評価された。 
平成２６年１２月２５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定
した。 
よって、著者は博士（神経科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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